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Abstract 
 This paper research about the Japanese Auto-parts industry and its contribution to the 
local Japanese industrial development. Japanese Automobile industry recorded the high 
productivity and catch up the top world car maker, GM by using the high productivity and 
quality in the world market. Influenced by this priority, Japanese domestic auto-parts makers 
enjoyed high expansion in local economic area in Japan. But, Japanese Tier one and two 
makers have not so high technique as car maker expected. So, Local government and 
Universities make the joint committee and promote the technical level up for accepting the 
request by car makers. In this paper, I would like to research the strategy of car makers and 






































で，ＧＭは 08年６月決算で 1.6兆円の赤字を出して無配に転落した4． 























                                                             
3 「日本経済新聞」（2008年８月３日付） 





















































































                                                             
5 「日刊工業新聞」（2008年７月 24付） 










































                                                             
7 「日刊工業新聞」（2008年６月５日付） 
8 「日刊工業新聞」（2007年７月 25日付） 
9 「日本経済新聞」 









































                                                             













































早稲田大学日本自動車部品産業研究所紀要 NO.1(2008 年上期) 
 
10 
６．おわりに 
 
以上，日本の地域産業集積を自動車産業の視点から大きく開発拠点と生産拠点そして生産拠
点になる可能性を有している地域の３つに分類してその抱える課題と克服の方向性を論じた．
2008年現在，日本のみならず世界の自動車産業が景気後退のなかで生産調整を余儀なくされる
なかで，それゆえにこそ地域産業の振興がこれまで以上に重視されるなかで，その抱える問題
点の摘出と今後の克服する方向性と展望を提示した．その際特に強調したいことは，日本の産
業振興対象地のなかでカーメーカーが存在せず，かつ誘致の可能性が乏しい地域でいかに自動
車部品産業を育成していくか，という課題を検討したことであった．そしてその「解」として，
隣国中国およびロシアさらには在ロシア日系企業への部品供給基地としての日本部品企業の役
割だった．秋田，山形，新潟さらには北陸，山陰地域の産地に特にその可能性を見出すことが
出来るというのが本稿の強調したい論点の一つであった． 
